国際アジア共同体学会アジアシンポジウム
「東アジア共同体と岡倉天心：２１世紀アジアを展望する」
グローバル化の進展下で、東アジアの経済統合と共同体形成への動きが加速されて
います。その動きの中でアジアとは何であるかが問い直され、日本とアジアの生きる道が求められています。この度、国際交流基金の助成を受けて私たちは、かつて｢アジアはひとつ｣を謳った岡倉天心の茨城五浦・日本美術院移住１０１年目を記念して、グローバル化に開かれたアジア主義を展望し、日本とアジアの地域統合の未来を切り拓くために、国際シンポジウムを企画開催するに至りました。
会議第１部では、アジア主義の源流としての岡倉天心を軸に、いわゆるアジア主義の光と影を明らかにし、開かれたアジア主義のあり方を探ります。その歴史の教訓に学びながら会議第２部では、豊かな都市中間層を軸に広がるアジア共通文化の台頭を、国境を超えた動きの中に位置づけ直して、カジノ資本主義と一線を画す新しい企業倫理や社会のあり方を求めます。そして技術支援や環境・金融協力、社会開発を通じて日本がアジアの中で共生共存する平和的発展の道を検証します。閉ざされたアジア主義ではなく、グローバル化に開かれたアジア経済地域統合への道です。
シンポジウムは、国際アジア共同体学会を主催団体とし、関連諸機関やメディアの協力下、「アジア創造美術展０８」開催を機に、企画運営するゆえんです。
「東アジア共同体と岡倉天心」国際会議委員会　　
会長・西原春夫（早稲田大学元総長、アジア平和貢献センター理事長）
実行委員長･進藤栄一（筑波大学名誉教授、国際アジア共同体学会代表）
主催：国際アジア共同体学会

共催；東アジア共同体評議会　日中関係学会　北東アジア研究交流ネットワーク　日本ビジネスインテリジェンス協会
協賛；藤原書店　アジア創造美術展実行委員会

後援；朝日新聞　筑波大学　桜美林大学　EU代表部　中国大使館　韓国大使館　(財)日欧産業協力センター　国際機関日本アセアンセンター
助成：国際交流基金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
日時；２００８年２月２３日（土）午後２時～６時３０分。

場所：有楽町朝日ホール（マリオン内)
大会委員長挨拶；西原春夫（早大元総長、本学会特別顧問）
来賓挨拶；青木保（文化庁長官）「都市中間層文化が促す東アジア共同体」
第一部（２：１０～４：１０）「岡倉天心と２１世紀アジア」
司会；加々美光行（愛知大学国際中国研究所長）
基調講演（２：１０～２：３０）
松本健一（評論家）「アジア主義の光と影」
パネル・ディスカッション（２：３０～：４：１０）
問題提起；孫歌（中国社会科学院文学研究科教授）「岡倉天心を２１世紀に問う」
パネリスト；山室信一（京都大学人文科学研究所教授）崔相龍（駐日韓国元大使）、ヴォルフガング･ザイフェルト（ハイデルベルグ大学日本研究所長）中島岳志（北海道大学公共政策大学院准教授）岡倉登志（大東文化大学文学部教授）
中国古筝演奏（４：１０～４：２５）　「遥かなるシルクロード」ほか
演奏者；毛Ｙ（マオ・ヤ）（北京オリンピックテーマ曲演奏の在日音楽家）
第二部（４：２５～６：２５）「いま、つくられつつある東アジア経済共同体」
司会；塩谷隆英(総合研究開発機構前理事長、本学会顧問）
基調講演（４：２５～４：４５）
金泳ホ（韓国通商資源エネルギー省元長官）「いま、東アジア共同体を求めるもの」
パネル・ディスカッション(４：４５～６：２５)
問題提起；谷口誠（国連駐在元大使）「２１世紀東アジア共同体の展望」
パネリスト；タノン・ビダヤ（タイ前財務大臣）　劉江永（清華大学国際問題研究所教授）柳沢亨（豊田通商元副社長）服部民夫（東京大学大学院人文社会系研究科教授）

大西広(京都大学上海センター副所長)
総括挨拶；進藤榮一（国際アジア共同学会代表）
入場料；第１部、第2部の通しで、２０００円。事前購入申し込みが必要です。
入場券は、チケットぴあ（インターネット）、ファミリーマート、サークルK、サ
クスにて購入できます。
また、下記の学会事務局宛（メール、またはFax）申し込み、下記銀行口座に、入場
料を振り込み、振込み用紙をもって入場券に替えることもできます。

　申し込み先；メール；ahayashi@soka.ac.jp 　Fax；0426-91-9383
りそな銀行土浦支店、口座名；国際アジア共同体学会。普通口座　1722641

　　
（１）第２会場「東アジア共同体の構築；アジア主義から制度設計へ」ワークショップ　　　
2月２４日（日）（午前１０；００～１２；３０）、会場；専修大学神田校舎７号.
（海外招請者を含めて研究集会）
（２）第３会場；「アジア創造美術展２００８」

１月２３日（水）～２月４日(月)、国立新美術館（六本木）にて開催
共同企画；アジア創造美術展、国際アジア共同体学会、助成；国際交流基金
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